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大宮駅西口交通結節点に関係する諸計画

〇 首都圏広域地方計画（平成28年3月・国土交通省）
プロジェクト4-11

東北圏・北陸圏・北海道連結首都圏滞留拠点の創出プロジェクト

○ 大宮駅周辺地域戦略ビジョン（平成22年5月・さいたま市）

○ 大宮駅グランドセントラルステーション化構想
（平成30年7月・さいたま市）

○ さいたま市総合振興計画基本計画（令和6年2月改定・さいたま市）

○ さいたま新都心将来ビジョン（令和6年3月改定・さいたま市）

○ WISENET２０５０・政策集
2050年、世界一賢く・安全で持続可能な道路ネットワークシステム
WISENETの実現
（令和5年10月・国土交通省道路局） 7



首都圏広域地方計画（プロジェクト４－１１）

出典：首都圏広域地方計画 プロジェクト参考資料（説明図表）（H28.3 国土交通省）

○東日本からの多種多様なヒト、モノ、情報の集結・交流機能を高めるため、「大宮」の機能向上等
を含む交通機関相互の結節機能を強化し、各種交通モードのシームレスな利用を促進する。 

○首都直下地震時には首都圏の機能をバックアップするための最前線として位置づけられている。
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大宮駅周辺地域戦略ビジョン（H22.5 さいたま市）

出典：大宮駅周辺地域戦略ビジョン （H22.5 さいたま市）

○大宮周辺地域の抱える問題点を是正するとともに、大宮をさいたま市の顔として再構築すること
を目的に策定。

○首都圏や東日本だけでなく、国内や海外とのつながりを強化するための空港や港湾へのアクセ
ス性の向上を図るほか、駅を中心とした面的な歩行者優先空間の整備や大宮駅周辺の交通渋
滞の改善を図ることとされている。

出典：大宮駅周辺地域戦略ビジョン 概要版（H22.5 さいたま市）

■まちづくりの方針図 ■交通戦略
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おもてなし都心ゾーン
ﾀｰﾐﾅﾙ街区(駅・駅間ｿﾞー ﾝ)
おもてなし機能集積ｿﾞー ﾝ
駅周辺複合市街地ｿﾞ ﾝー

東⻄ｼﾝﾎﾞﾙ都市軸
氷川参道歴史文化軸

おもてなし
歩⾏エリア

駅前ひろば
まちなかひろば
社のひろば
ミニひろば

外周道路
地域内幹線道路
⾼速道路

ｼﾝﾎﾞﾙ都市軸 おもてなし体感空間 都心幹線道路網
凡例

おもてなし
ひろば



■ＧＣＳ構想対象範囲

出典：大宮駅グランドセントラルステーション化構想（H30.7 さいたま市）

■交通広場整備位置図
※大宮ＧＣＳプラン2020より

出典：大宮GCSプラン2020（R3.3 さいたま市）

ＧＣＳ構想（大宮の果たすべき役割）
〇「東日本の玄関口」として東日本全体の発展を牽引する役割
〇東京一極集中に伴う日本経済の災害リスク軽減とともに、安心・安全な

市民生活を持続させる役割
〇多彩な地域資源や空間の良さを活かしながら、 これからの働き方や

ライフスタイルを先導・提案し、市域全体に波及させる役割

戦略ビジョン対象範囲のう
ち、駅、駅周辺交通基盤
及び駅周辺街区からなる
「ターミナル街区」がGCS

化構想の対象範囲

路線バス
乗車９バース、
降車５バース

タクシー
乗車２バース、
降車１バース、
プール３６台分

一般車
乗降１６バース

■交通広場の整備イメージ
※大宮ＧＣＳプラン2020より

出典：大宮GCSプラン2020（R3.3 さいたま市）

出典：大宮駅グランドセントラルステーション化 構想特別委員会
資料（R4.10.18 開催）を時点更新

大宮GCS化構想（H30.7 さいたま市）

○大宮駅周辺地域戦略ビジョンにある「ターミナル街区」を中心としたまちづくり、交通基盤整備及
び駅機能の高度化を三位一体で進め首都圏、さらには東日本全体の発展に寄与することを目
的に策定。

○大宮駅ＧＣＳ化構想では、駅東口に路線バス、タクシー及び一般車乗降用の交通広場を整備す
ることとされている。

10

■取組内容
令和７年度～～令和６年度

 都市計画案とりま
とめ

 都市計画手続き
の開始

 東口駅前広場、新東
西通路等の基盤整
備の検討深度化

 市民や企業からの
計画に対する意見
聴取

100m

100m

200m
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大宮駅周辺・さいたま新都心周辺地区中間エリアにおける
大宮駅西口交通結節点等を活かしたまちづくり方針の方向性の検討

◯ さいたま市では、大宮駅西口交通結節点を含めた地域全体を包含する“まちづくり計画”をとり
まとめた。

◯ 令和５年度は、「さいたま市総合振興計画基本計画（令和６年２月）」及び「さいたま新都心将来
ビジョン（令和６年３月）」の中に大宮駅西口交通結節点事業の位置づけを明確化。

まちづくりの展開図さいたま市総合振興計画
基本計画

さいたま新都心将来ビジョン

出典：さいたま新都心将来ビジョン

500m



②歩行者・車両ネットワーク ③モビリティネットワーク①施設・機能立地

“将来のあるべき姿を実現するための３つの要素”

大宮駅周辺・さいたま新都心周辺地区中間エリアにおける
大宮駅西口交通結節点等を活かしたまちづくり方針の方向性

◯ 大宮駅周辺・さいたま新都心周辺地区の中間エリアにおける特性を踏まえ、大宮駅西口交通結
節点等を活かしたまちづくりの将来のあるべき姿を実現するための３つの要素を整理。
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地域と共生した施設・機能の立地を促進
・中間エリアには東日本の活動拠点機能、研究開発機能等の誘致や、シンボリックな施設
（教育、アリーナ等）の立地を促進
・大規模イベント開催時には街なかへの回遊を促すような施設を誘致
・地域の防災性向上に寄与し、地域活動を促進する機能を誘導
・周辺のまちづくりの状況を鑑みて、民間との連携を図りながら協働で機能誘導を検討

歩行者シンボル軸の構築／スムーズな広域移動の実現
・各鉄道駅と中間エリアの間は、ウォーカブルな歩行者シンボル軸を構築
・さいたま新都心から中間エリア間は、既存の空間の有効活用を促進
・広域的な交通ネットワークとの連携を図るとともに、今後の自動運転社会に対応し、
スムーズな広域移動を実現
・自動車の通行を抑制し、歩行者の安全性に配慮した道路空間を構築

モビリティハブの適正配置によるネットワークの形成
・各鉄道駅から中間エリアへは一定程度の距離があるため、徒歩での移動を補完する新たな
モビリティの導入を推進
・大宮とさいたま新都心の都心としての一体性を確保するため、都心エリア全体にモビリティ
ハブを適正に配置し、街なかの回遊性向上を促進
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WISENET2050・政策集（R5.10国土交通省）

出典：令和6年度道路関係予算概要（R6.1国土交通省） 13



WISENET2050・政策集（R5.10国土交通省）

出典：WISENET2050・政策集（R5.10国土交通省） 14
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WISENET2050・政策集（R5.10国土交通省）

出典：WISENET2050・政策集（R5.10国土交通省）
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WISENET2050・政策集（R5.10国土交通省）

出典：WISENET2050・政策集（R5.10国土交通省） 16



WISENET2050・政策集（R5.10国土交通省）

出典：WISENET2050・政策集（R5.10国土交通省） 17



大宮駅西口
交通結節点の
目指す方向性

WISENET2050

（R5.10 国土交通省）

さいたま新都心
将来ビジョン

（R6.3改定 さいたま市）

大宮GCS化構想

（H30.7 さいたま市）

大宮駅周辺地域
戦略ビジョン

（H22.5さいたま市）

首都圏広域地方計画

（H28.3 国土交通省）

各種交通モードの
シームレスな連絡

• バスタの整備やマネジメ
ントを通じて、MaaSや自

動運転にも対応した未
来空間の創出

－－

• 鉄道と高速バスの連携
強化

• 乗り換え利便性向上

• 各種交通モードのシー
ムレスな利用を促進

交通

（物流含む）
将来道路ネットワークの

構築

• 自動運転も見据えた交
通ハブ機能の強化

• 物流拠点、貨物鉄道駅
等の充実や中継輸送拠
点の整備

• 核都市広域幹線道路の
計画の具体化に向けた
検討－

• 大宮駅周辺地域の交通
渋滞の改善

• 自動車通過交通の抑制

• 地域高規格道路や幹線
道路等関連する交通イ
ンフラ整備等を促進

首都圏への防災支援の
拠点（ヒト・モノ）

• 防災機能も見据えた交
通ハブ機能の強化

• 避難場所やTEC-

FORCE、緊急消防援助

隊の活動拠点となりうる
オープンスペースの整備

－－

• TEC-FORCEの進出拠
点に位置付け

• DMATを被災地へ速や

かに派遣できる体制の
整備

防災
首都機能の

リダンダンシー確保
－

• 災害時の首都圏のバッ
クアップ機能の強化

• 東京一極集中に伴う日
本経済のリスク軽減

• 発災時の首都圏機能の
バックアップ拠点の整備

－－

災害時のエネルギー
確保・供給拠点

－－
• インフラ途絶時にも生活、

業務を継続できるプラン
ト等の一体整備

－
• 多様なエネルギーに対

応した供給設備の整備
促進

回遊性向上・面的な
モビリティネットワークの

形成

• 歩道や自転車道、バス
専用レーン、賑わいのた
めの空間など、車線削
減を含めた思い切った
再配分

• 大宮駅西口交通結節点
整備を活かした回遊動
線の検討

• シェア型マルチモビリ
ティ等の実装

• 歩行者中心の移動環境

• 周辺地域との回遊性を
高め、相互の連携を強
化

• まち全体に人の賑わい
を広げていくための歩行
者ネットワークを形成

• 大宮駅東西と新都心周
辺の一体的な都心として
の活動連携の強化

• 駅を中心とした面的な歩
行者優先空間の整備

• 地域資源の相互活用

まちづくり

東日本の交流促進・

対流拠点

• 地域の賑わい創出も見
据えた交通ハブ機能の
強化

• 交通・交流・防災機能を
兼ね備えた交通結節拠
点を整備

－

• 交流・情報・集客機能の
導入

• 対流拠点機能の整備

• 成田空港・羽田空港へ
のアクセス強化

関係する諸計画と『目指す方向性』
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